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電
気
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
社

会
の
隅
々
ま
で
浸
透
し
て
い
ま
す
。

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
電

気
設
備
機
器
は
、
自
動
化
、
多
機

能
化
な
ど
の
新
製
品
が
次
々
に
商

品
化
さ
れ
、
生
活
環
境
を
よ
り
豊

か
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
皆
さ
ま
に
大
変
な

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す

こ
と
を
深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
の
計
画
停
電
に
つ
き
ま

し
て
「
原
則
不
実
施
」
を
継
続
で

き
る
よ
う
、
追
加
供
給
力
の
確
保
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都
営
住
宅
へ
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入
居
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募
集
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　

８
月
１
日
（
月
）
か
ら
都
営
住

宅
へ
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み
資
格
な
ど
、
詳
細
は
募

集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
募
集
住
宅
の
種
類
】（
ア
）
世

帯
向
け
、
単
身
者
向
け
、
定
期
使

用
住
宅
、
家
族
向
け
（
ポ
イ
ン
ト

方
式
）
な
ど
。（
イ
）
事
業
再
建
者

向
定
期
使
用
住
宅
な
ど

　
【
募
集
案
内
の
配
布
期
間
】
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く
８
月
１
日

（
月
）
～　

日
（
水
）。
な
お
、
東

１０

京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ

ー
、東
京
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー（
都

庁
第
一
庁
舎
１
階
北
側
）
で
は
８

月
６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）
の
午

前
９
時
半
～
午
後
５
時
も
配
布
し

ま
す

　
【
募
集
案
内
の
配
布
場
所
な
ど
】

都
市
計
画
課
（
市
役
所
５
階
）、
上

の
原
・
滝
山
・
ひ
ば
り
が
丘
の
各

連
絡
所
（
事
業
再
建
者
向
定
期
使

用
住
宅
を
除
く
）、
都
庁
、
都
内
市

区
役
所
、
町
村
役
場
、
同
公
社
募

集
セ
ン
タ
ー
、
同
公
社
の
各
窓
口

セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
な
お
、
全
て

の
申
込
書
は
同
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
可
能（
期
間
中
の
み
）。

（
イ
）
は
東
京
都
中
小
企
業
振
興

公
社
、
各
地
域
中
小
企
業
振
興
セ

ン
タ
ー
で
も
配
布
し
ま
す

　

申
し
込
み
は
８
月　

日
（
月
）

１５
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万
が
一
に
備
え
た
計
画
停
電電電電電電電電電電電電電

にににににににににににに
関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるる
おおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知
らららららららららららら

に
関
す
る
お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせ

ま
で
に
（
必
着
）、
郵

送
で
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

募
集
案
内
配
布
期

間
中
は
同
公
社
募

集
セ
ン
タ
ー
緯
０

５
７
０
・
０
１
０
８

１
０
（
土
曜
・
日
曜

日
は
除
く
）
へ
。
配

布
期
間
以
外
ま
た

は
、（
イ
）
に
つ
い
て

は
、
同
公
社
募
集
セ

ン
タ
ー
緯　

・
３
４

０３

９
８
・
８
８
９
４（
土

曜
・
日
曜
日
は
除
く
）

へ
。

　

詳
し
く
は
市
都
市
計
画
課
緯
４

７
０
・
７
７
６
２
へ
。

◆東京都住宅供給公社ホームページアドレス
http://www.to-kousya.or.jp/

電
グ
ル
ー
プ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
（
左
図
参
照
）。
な
お
、
グ
ル
ー

プ
分
け
は
、
東
京
電
力
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
東
京
電
力
株
式
会
社

多
摩
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
緯
０

１
２
０
・
９
９
５
・
６
６
２
へ
。

な
ど
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
万

が
一
、
需
給
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）

が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
お
知
ら
せ
し
た
上
で
、
や

む
を
得
ず
計
画
停
電
を
実
施
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
停
電
の
回
数

や
時
間
な
ど
、
運
用
を
見
直
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。

　

●
東
久
留
米
市
内
は
計
画
停
電

の
対
象
地
域
と
な
り
ま
す

　

●
１
グ
ル
ー
プ
当
た
り
の
停
電

回
数
は
１
日
１
回

　

●
１
グ
ル
ー
プ
当
た
り
の
１
回

の
停
電
時
間
は
２
時
間
程
度

　

●
計
画
停
電
の
時
間
帯
は
午
前

９
時
半
～
午
後
８
時

　

●
現
行
の「
日
替
わ
り
停
電
制
」

（
停
電
時
間
帯
が
毎
日
変
わ
る
）

を
継
続
し
ま
す

　

●
停
電
開
始
・
終
了
時
間
は
前

後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

計
画
停
電
の
グ
ル
ー
プ

に

つ

い

て

　

計
画
停
電
対
象
地
域
の
お
客
さ

ま
へ
、「
電
気
ご
使
用
量
の
お
知
ら

せ
（
検
針
票
）」
の
右
下
に
計
画
停

が
付
着
し
、
局
部
的
に
絶
縁
性
能

が
低
下
し
た
と
き
に
電
流
が
流
れ
、

微
小
な
シ
ョ
ー
ト
を
起
こ
し
て
表

面
に
炭
化
経
路
（
ト
ラ
ッ
ク
）
が

形
成
さ
れ
、
出
火
す
る
現
象
で
す
。

　

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
よ
る
火

災
は
、
隠
れ
た
部
分
で
発
生
す
る

こ
と
か
ら
、
発
見
が
遅
れ
思
わ
ぬ

被
害
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
ん
だ
ま
ま

の
プ
ラ
グ
な
ど
に
、
ほ
こ
り
が
付

い
て
い
な
い
か
定
期
的
に
点
検
し
、

清
掃
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

　

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で

す
。
電
気
や
電
気
製
品
の
安
全
な

取
り
扱
い
の
知
識
を
深
め
、
使
用

方
法
や
維
持
管
理
に
十
分
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
緯
４
７
１
・
０

１
１
９
（
内
線
５
２
０
）
へ
。

　

⑥
コ
ン
セ
ン
ト
や
コ
ー
ド
は
表

示
さ
れ
て
い
る
電
気
量
を
守
る

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に

よ
る
火
災
を
防
ぐ

　

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は
、
コ

ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
ん
だ
プ
ラ
グ

の
周
辺
に
綿
ぼ
こ
り
や
湿
気
な
ど

　

そ
の
一
方
で
電
気
や
電
気
製
品

に
関
わ
る
火
災
は
、
東
京
消
防
庁

管
内
で
毎
年
１
０
０
０
件
前
後
も

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
火

災
の
主
な
原
因
は
、
管
理
の
怠
り

に
よ
る
も
の
、
取
り
扱
い
の
不
注

意
に
よ
る
も
の
な
ど
で
す
。

コ
ン
セ
ン
ト
、
プ
ラ
グ
、

コ
ー
ド
な
ど
の
電
気 

火

災

を

防

ぐ

　

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
差
し
込
み
プ
ラ
グ
の
抜
き
差

し
は
、
プ
ラ
グ
本
体
を
持
つ

　

②
差
し
込
み
プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ

ン
ト
の
緩
み
が
な
い
か
点
検
す
る

　

③
コ
ー
ド
が
家
具
な
ど
の
下
敷

き
に
な
っ
た
り
、
押
し
付
け
に
よ

り
傷
が
付
か
な
い
よ
う
に
す
る

　

④
コ
ー
ド
を
束
ね
た
り
、
ね
じ

れ
た
ま
ま
で
使
用
し
な
い

　

⑤
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
ド
を
柱
な
ど

に
ス
テ
ッ
プ
ル
止
め
し
な
い

壁付コンセント

プラグ

平型コード
トラッキング

Fケーブル

市

職

員

　
　

年
４
月
１
日
以
降
に
採
用
す

２４
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
職

種
、募
集
人
員
、受
験
資
格
な
ど
は
、

下
表
の
通
り
で
す
。

　
【
募
集
要
項
の
配
布
】
土
曜
・
日

曜
日
を
除
く
８
月
１
日
（
月
）
～

　

日
（
水
）
の
午
前
８
時
半
～
午

２４後
５
時
、
職
員
課
（
市
役
所
４
階
）

で
　

※
募
集
要
項
は
８
月
１
日（
月
）

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取

得
で
き
ま
す
。

　
【
願
書
の
受
け
付
け
】８
月　

日
２２

（
月
）
～　

日
（
水
）
の
午
前
９

２４

時
～
午
後
５
時
、
本
人
が
同
課
に

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　
【
試
験
日
】
９
月　

日
（
日
）

１８

　

詳
し
く
は
職
員
課
緯
４
７
０
・

７
７
１
６
へ
。

市職員募集の職種・受験資格・採用予定者数など
募集人員受験資格など職種と試験区分

若干名

昭和５７年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた方Ⅰ類
（大学卒程度）

一般事務 昭和５９年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた方Ⅱ類
（短大卒程度）

昭和６１年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた方Ⅲ類
（高校卒程度）

若干名

身体障害者福祉法第１５条に定める身体障害者手帳の交付
を受けている方で、下記の①～④の要件を全て満たす方
①Ⅰ類…昭和５７年４月２日から平成２年４月１日までに

生まれた方
　Ⅱ類…昭和５９年４月２日から平成４年４月１日までに

生まれた方
　Ⅲ類…昭和６１年４月２日から平成６年４月１日までに

生まれた方
②職務の遂行と通勤が自力でできる方
③通常の勤務時間（原則として週３８時間４５分、１日７時間
４５分）に対応できる方
④活字印刷文の筆記試験に対応できる方

Ⅰ類　
（大学卒程度）

一般事務
（身体障害者）

Ⅱ類　
（短大卒程度）

Ⅲ類　
（高校卒程度）

若干名昭和４７年４月２日から平成２年４月１日までに生まれ、土
木（関連）学科を履修した方

Ⅰ類　
（大学卒程度）土木技術

若干名昭和52年４月２日以降に生まれ、児童指導員または保育士
の資格のいずれかを有する方、または資格取得見込みの方

児童指導員
（心身障害児童通園施設の指導員）
※いずれの職種も平成２４年３月卒業見込みの方を含みます。

国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免

除
や
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け

た
期
間
や
、
若
年
者
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を

受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、

保
険
料
の
全
額
を
納
め
た
と
き

と
比
べ
て
、
将
来
受
け
取
れ
る

年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
期
間
は
承
認
を
受

け
て
か
ら　

年
以
内
で
あ
れ
ば
、

１０

後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

（
追
納
）
で
、
年
金
額
を
増
額

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納

付
猶
予
、
納
付
特
例
制
度
の
承

認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て

３
年
度
目
以

降
に
保
険
料

を
追
納
す
る

場
合
は
、
当

時
の
保
険
料

額
に
経
過
期

間
に
応
じ
た

加
算
額
が
上

乗
せ
さ
れ
、

下
表
の
額
に

な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の

追
納
を
す
る

場
合
は
、
納
付
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
武
蔵
野
年
金
事

務
所
へ
追
納
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
事
務
所
緯
０
４

２
２
・　

・
１
４
１
１
へ
。

５６

普通救命講習にご参加ください

　９月４日（日）～１０日（土）は救急医療
週間です。東久留米消防署では、市民の皆
さんに応急救護に関する技術を習得してい
ただくため、普通救命講習を実施します。
　申し込みは電話で、東久留米消防署警防
課救急係緯４７１・０１１９（内線３８０）へ。
　▼日時　９月４日（日）午前９時～正午
▼会場　東久留米消防署３階大会議室▼対
象　市内在住・在勤・在学の方▼定員　先
着３０人▼費用　１，４００円（救命講習教材費）
　詳しくは同係へ。

『日頃から　覚えて安心　応急手当』
　　　　　　　２３年度東京消防庁救急標語
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【主な家庭電気製品の出火件数の推移】

平成22年
平成21年
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免除承認を受けた年度の保険料
を２３年度に追納する場合の額

４分の１
免除半額免除４分の３

免除全額免除各年度
の月分

―――１５,３５０円１３年度

―７，３８０円―１４,７６０円１４年度

―７,２７０円―１４,５４０円１５年度

―７,１７０円―１４,３４０円１６年度

―７,１９０円―１４,３８０円１７年度

３，６１０円７,２２０円１０，８３０円１４,４４０円１８年度

３，６１０円７,２３０円１０,８４０円１４,４７０円１９年度

３，６４０円７,２９０円１０,９４０円１４,５８０円２０年度


